






















































































































































Q1.言われたことをすぐに試す。 4.71（0.45） 5.00（0） 　 4.14（1.36）
Q2.してはいけないことに気づく。 4.71（0.45） 4.43（1.05） 4.29（1.03）
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 2.86（0.83） 2.14（1.12） 3.29（1.28）
Q4.傷つく。 1.14（0.35） 1.14（0.35） 1.43（0.73）









Q1.言われたことをすぐに試す。 0 0 0 28.6 71.5
Q2.してはいけないことに気づく。 0 0 0 28.6 71.5
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 0 42.9 28.6 28.6 0
Q4.傷つく。 85.8 14.3 0 0 0









Q1.言われたことをすぐに試す。 0 0 0 0 100
Q2.してはいけないことに気づく。 0 14.3 0 14.3 71.5
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 42.9 14.3 28.6 14.3 0
Q4.傷つく。 85.6 14.3 0 0 0









Q1.言われたことをすぐに試す。 0 28.6 0 0 71.5
Q2.してはいけないことに気づく。 0 14.3 0 28.6 57.2
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 14.3 14.3 14.3 42.9 14.3
Q4.傷つく。 71.5 14.3 14.3 0 0





















Q1.言われたことをすぐに試す。 4.86（0.35） 4.86（0.35） 4.71（0.7）　
Q2.してはいけないことに気づく。 5.00（0）　 4.57（1.05） 4.86（0.35）
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 2.00（1.41） 1.86（1.12） 2.00（1.41）
Q4.傷つく。 1.71（1.03） 1.71（1.03） 1.86（1.36）









Q1.言われたことをすぐに試す。 0 0 0 14.3 85.8
Q2.してはいけないことに気づく。 0 0 0 0 100
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 57.2 14.3 14.3 0 14.3
Q4.傷つく。 57.2 28.6 0 14.3 0









Q1.言われたことをすぐに試す。 0 0 0 14.3 85.8
Q2.してはいけないことに気づく。 0 14.3 0 0 85.8
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 57.2 14.3 14.3 14.3 0
Q4.傷つく。 57.2 28.6 0 14.3 0









Q1.言われたことをすぐに試す。 0 0 14.3 0 85.8
Q2.してはいけないことに気づく。 0 0 0 14.3 85.8
Q3.どうしたらいいのかわからなくなる。 57.2 14.3 14.3 0 14.3
Q4.傷つく。 57.2 28.6 0 0 14.3
Q5.ムッとする。 57.2 28.6 14.3 0 0
表7　練習姿勢における3指摘別の5段階評価平均と標準偏差
表8　練習姿勢における指摘（4）の回答結果の比率
表9　練習姿勢における指摘（5）の回答結果の比率
表10　練習姿勢における指摘（6）の回答結果の比率
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信頼がもてる」であった。否定的な意見では、「さっ
きの練習はよかったと言われてしまうとどうしたらいい
のかわからなくなってしまう」であった。
指摘（6）では、指摘をうけることで、「してはいけな
いことに気づく」と全員が回答しており、「気づき」とい
う点で自覚を促すいい働きが期待できる（表10）。一
方で、3つの指摘方法の平均値を比較した結果、「傷
つく」の数値が1.86で最も高かった（表4）。自由記述
には、指摘（6）について触れてある回答がみられな
かった。これらのことから、練習姿勢において、問い
かけながら指導をされることが想像しにくかったことが
推察される。
理想の指導者からの指摘について質問した項目で
は、「指摘するポイントをわかりやすく教えてくれ、い
い時はいいと言ってくれる」や、「自分では気づかない
ところを助言・指導し競技力向上につながる指摘を
してくれる」と理想の指導者の指摘について具体的な
回答が得られた一方、「技術面のみではなく精神面
のサポートをしてくれる」や「指摘というよりは話を聞い
てくれ一緒に考えてくれる」など、精神面のサポートを
望む回答や、指摘よりも導くことを望んでいる回答がで
るなど、指摘に特化した回答を得られなかったものも
あった。
Ⅳ．まとめと今後の課題
今回の研究は、伝え方に変化をつけることで、受
け取り方に差が生まれ、それを考察することで選手
とのコミュニケーションを円滑にとることを目的として
行った。
指摘の伝達方法を変えることで、特に目立った違い
はみられなかったが、指導者からの指摘に、選手は
すぐに実行するということが、明らかになった。一方
で、一部の指摘に対し、混乱してしまうケースも把握
することができた。調査を通して、選手は指導者から
の指摘に大きな期待をしている事が明らかになった。
今後の課題として、指摘を行う状況をより詳しく、ア
ンケートに答える側がイメージしやすいように説明や
補足を行っていくことが望まれる。また、技術指導場
面、練習姿勢に対する指摘場面において3つの指摘
方法の支持された順位を比較考察し、技術指導の
場面と練習姿勢を指摘する場面では、どのような違い
があるか、研究を継続していく必要がある。教師の
信頼感について大石（2014）は、「有能系が親身系よ
りも有意に高かった」と示しており、さらに「指導力が
ある先生は頼りになって安心感を生むのであろう」と
述べている。比較を行うことで技術の向上に直接関
係する技術指導と、技術指導よりも選手にやや踏み
込んだ練習姿勢を指摘するときでは、違いがあるの
か知ることが期待できる。今回の調査対象者の競技
レベルは、全国大会出場クラスであったが、今後は、
全国大会上位の対象者に行い、競技レベルと結果
に違いや傾向が存在するのか引き続き継続していく。
Ⅴ．引用文献
1． 永山貴洋、北村勝朗（2003）エキスパート・コ
ンディショニング・コーチのコーチング観、東
北大学　教育情報学研究第1号、pp. 99‒103.
2． 田辺陽子（2001）競技力向上を目指す女性選手
のコーチング―女子柔道選手を対象とした場合
―、日本体育学会大会号（52）、pp. 132.
3． 井村雅代（2004）愛があるなら叱りなさい、幻冬
舎文庫、p. 23.
4． 大石千歳（2014）教師との関わり経験と教師へ
の信頼感が教職志望動機に及ぼす影響その2
―体育系短大における小学校・幼稚園の教員
免許取得希望者を対象とした調査―、東京女
子体育大学東京女子体育短期大学紀要第49
号、pp. 11‒25.
